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子育て中の男女研究者へ研究支援を実施します

 

○支援内容 ： 育てと研究の両立支援を行い、 子育てにより研究成果を落とすことなく、 一層の成果をあげることができ　　

　　　　　　　　　る環境整備をするため、 研究支援員を配置。 　　　　　　　　　　　　　　　　

○支援期間：　週6時間・平成21年6月～平成22年3月（10か月間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

○対象者：　子育て中の神戸大学の常勤教員、任期付きフルタイム研究者（ポスドクを含む）３名。男女、専門分野を問いま

　　　　　　　　せん。お子様は０歳児から就学前の年齢。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○選考方法：　応募者多数の場合は、選考委員会にて選考します。応募者が３名を超えた場合は、 ５月１４日（木）(六甲台

地区）・１５日（金）（楠地区）で選考委員会を開催します。 「研究支援の必要性」と「研究支援を得た結果、想定できる成果」

の２点につき、プレゼンテーションをしていただき、最も研究支援が効果的と思われる方を選考します。応募者が３名以内で

あっても、同じく１４日・１５日に面接にて応募内容を確認します。(上記日程でご都合の悪い方はご相談ください。）　　       

○応募方法：　応募用紙（男女共同参画推進室HPより入手可能）を男女共同参画推進室(本部2F)に学内便・E-mailで提出。

○問い合わせ先：　男女共同参画推進室　E-mail:kyodo-sankaku@port.kobe-u.ac.jp  TEL:5017

医学研究科　分子遺伝学分野　饗庭研究室所属　　岡村千絵子さん

 2009年4月24日発行

あいば

 科学技術振興調整費「再チャレンジ！女性研究者支援神戸スタイル」のインキュベーションシステムでは、育成研究員を選考

し、本学内の研究グループに配置し、総合的な研究力をキャッチアップさせる事業を行っています。2１年4月より新たに1名の

育成研究員を採用しましたので、下記にご紹介します。

  私は平成19年に筑波大学で博士号を取得し、その後フランスの国立科学研究センターに博士研究員として留学していま

した。妊娠を機に退職し、日本に帰国した後、出産、子育てをしておりましたときに、神戸大学のホームページで女性研究

者支援を知り、人材バンクに登録いたしました。そして此の度、平成21年4月から育成研究員として再び研究室で働ける機

会に恵まれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　これまで、外界の環境変化やストレスの情報が細胞内でどのように処理されているのか理解することを目標に研究を行っ

てきました。神戸大学ではマウス個体を用いた研究に挑戦します。家庭と研究の両立も初めての挑戦ですが、周囲の方々

の協力に感謝しつつ自分なりに努力していこうと思っています。

  昨年度に引き続き、子育て中の男女研究者を対象に、研究支援員を配置する支援を以下の要領で実施します。　募集人数

は３名です。奮ってご応募ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

詳しくは男女共同参画推進室HPをご覧ください。

募集締め切り　５月１２日（火）
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科学技術振興調整費「再チャレンジ！女性研究者支援神戸スタイル」活動報告

男女共同参画推進室シンボルマーク神戸大学　男女共同参画推進室
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1
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Email: kyodo-sankaku@port.kobe-u.ac.jp 
HP:http: //www.o�ce.kobe-u.ac.jp/opge-kyodo-sankaku/index.html

  

  本制度は、研究者が子育てのために職務を完全に離れることなく、授業や校務等の負担を軽減することにより、研究と子育ての

両立を計り、かつ研究レベルを低下させないための仕組みです。「ノーワーク・ノーペイ」で運用し、「ノーペイ」分の金額を当該の部

局に配分します。まもなく、募集が始まります。詳細についてご関心のある方は、男女共同参画推進室までお問い合わせください。

今後の行事♪

  5月16日（土）　第2回キャリアカフェ「虹（キャリアレインボー）の彼方に」

（人間発達環境学研究科キャリアサポートセンター共催）＠六甲ホール

キャリア・カウンセラーがファシリテーターを務め、社会経済や雇用環境

の激変する今、自分の未来のロードマップを描く「ライフロール」の可能性

と変化を、トークショーのゲストやメンター、他の参加者と一緒に考え話し

合います。

開催しました♪　詳しくは、神戸大学HP、男女共同参画推進室ウェブサイトをご覧下さい。

3月10日（水）　メンターアワード2009受賞報告会（女性研究者支援メンター対象）

3月13日（金）　初心者向けｅラーニングコンテンツ制作ワークショップ

　　　　　　　　　［（独）メディア教育開発センター共催］

3月27日（金）　キャリアカフェ・スペシャル「成功事例に学んであなたもGet!　研究費」

　　　　　　　　　［神戸大学連携創造本部共催］

4月18日（土）　Ｈ21年度第1回キャリアカフェ

　　　　　　　　　「ダブルハッピーへの挑戦」

ご覧下さい♪
学内ICTリソースであるウェブ会議システムのモニター実施レポート

『神戸大学学術情報基盤センター広報誌MAGE　2009年3月号』
http://www.istc.kobe-u.ac.jp/contents/about_istc/mage/mage37/

キャリアカフェ開催報告

常勤パート研究職制度が教育評議会にて承認されました　

4/18開催　キャリアカフェ

20年度「子育て中の男女研究者支援」を利用した4名からの声
  20年度に新規事業として、4名の男女研究者に週6時間の研究支援員を配置する支援を実施しました。以下、制度利用者の

感想です。現在、21年度分の支援を受けたい方を3名募集中です。みなさま、奮ってご応募ください。

自然科学系先端融合研究環遺伝子実験センター　岩崎 哲史技術専門職員

経済研究科　衣笠智子准教授

保健学研究科　中山貴美子講師

人文学研究科　平井晶子准教授

（掲載は氏名のアイウエオ順です）

  「実験補助作業等を研究支援員に任せることができたおかげで、自分自身の実験時間を確保することができました。また研

究支援員の雇用時間を考えて計画的に仕事を進めたことにより、以前よりも効率的に実験を進めることができました。」

  「現在、第二子を妊娠中です。研究支援員には、研究における資料収集、資料整理、また講義補助をお願いし、昨年度より

多くの論文を査読付雑誌に新たに投稿することができました。」

  「育児中の限られた時間であっても、研究支援員配置のおかげで、研究成果を出し、自治体の保健活動の改善や住民の

健康づくりに貢献する等、その成果を社会に還元することができました。」

  「着任したばかりで、２人の子どもを抱えた私は、本制度によるサポートをえ、心身に少しずつ余裕ができ、子育てでもっ

とも物理的に大変な時期をなんとか乗りきることができました。」
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